






白系ロシア人エリアナ・パヴロバの功績」（一二月一八日、 七時三〇分～ 九 一〇分、研究講義棟二二六）
　
開幕イベント「世界の食と酒を語る」では、イスラム研究者




























に由来する。開会日には画家本人によるギ ラリートークも行われ、作品の制作プロセスや技法 ついて語られた。 「絵は足し算の芸術だが、色彩を足し合わせることによって、逆にキャンバスの中に余白を創 出さなければならない」とのコメントは、実作者ならではと言えよう。会期中には キャンバスを前に人々が語り合う姿も見られ、研究講義棟という日常空間の新たな可能性も感じさせる試みとなった　
松浦先生が美術研究者にして画家であるのに対し、博多かお
る先生はフラ ス文学者にしてプロのピアニス である レクチャーコンサート「ピアノとお話で綴る一夜」は博多先生が内で行う初の本格的 演奏会で、曲目は、クープラン『クラヴサン曲集』より「さまよえる影」 「病み上がりの女」 「恋するロシニョール」 、ドビュッシー『前奏曲集第二集』より「ヒーの丘」 「月の光がふり注ぐテラス」 「花火」 チャイコフ キー 『四季』より「六月〈舟歌〉 」 「十二月〈クリスマス〉 」 、シュ マン













この場を借りてお詫び申し上げたい。そして、ご協力、ご支援、ご心配くださったすべての皆様方に 心から 感謝 。
